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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

局在表面プラズモン電場による貴金属クラスター近傍での増強は、２つの隣接する
ナノクラスターギャップにおいて更に増強されることが知られている。 我々は、こ
の電場増強が可能なクラスター－クラスター構造を、ひとつの微粒子表面上に構築
することで電場増強用のプローブとして有用な有機-無機ハイブリッド粒子の開発を
試みた。テンプレートとして規則性の高いポリスチレン粒子（PS粒子）のコロイド
結晶を用い、これに電解めっきによって銀クラスターを析出させることで、PS 粒
子表面に電場増強が可能な構造を作成しラマン増強プローブとしての利用可能性を
評価した。

実験
Experimental

200 nm ポリスチレン粒子 (PS粒子) を、50 % エタノール水溶液に分散し、超純水
表面に展開させた。水面の粒子を導電性ガラスですくい上げ、乾燥させてコロイド
結晶テンプレートを得た。これを電極とし、硝酸銀溶液中で電解めっきを行った。
めっき条件は、電圧は3 V とし、1 s 間隔のパルスめっきとした。 FIB-SEM
(JIB-4600/HKD) により、一箇所だけ銀を含む構造を切り出した。532 nmの励起
光を用いて顕微ラマン分光装置（RAMANtouch/nanophoton）により銀クラスター
周辺での増強効果を測定した。

結果と考察
Results and Discussion

単一の銀クラスターギャップにおける増強を観測するため、FIB 加工によって銀、
クラスターをその周囲のPS粒子ごと切り出し、顕微ラマン測定を行った。同一視野
でのラマン散乱光を測定した結果、Agクラスター近傍において1300 cm-1～1700
cm-1付近でのPSのメインピークが大幅に増強されていることが確認できた。
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